
送付件数 199 件
回答件数 48 件
回答率 24.1%

１．回答者の属性

【年代別割合】
20代以下 0
30代 3
40代 19
50代 12
60代 6
70代 6
80代 2
80代以上 0
合計 48

２．各設問の回答の集計結果
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「「広報いとしま」の講読状況に関するアンケート」集計結果

令和5年3月20日

　市民の皆さんに的確に市政情報などをお伝えするため、月に１回（毎月１日）、「広報いとし
ま」を発行しています。
　より一層の紙面の充実を図るため、皆さんのご意見などを伺います。

【設問１】「広報いとしま」をどのくらい読んでいますか？
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【設問２】「広報いとしま」でよく読む記事は何ですか？（複数選択可）
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●その他の回答

決まった記事を読むという形ではなく、その時タイトルを見て、興味のあるものを読む。
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【設問３】「広報いとしま」の（レイアウト等の）見やすさはどの程度ですか？

【設問４】「広報いとしま」の（文章の表現等の）分かりやすさはどの程度ですか？
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悩みを聞きます！さまざまな支援機関（2023年2月号）

その他

【設問５】過去１年間に、印象に残っている特集記事はありますか？（複数選択可）
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女性や子供、弱者への支援活動を行っている団体があれば、その特集をしてほしいです。
また、市長のコラムなどがあると、市長のお考えを身近に知ることができて良いです。隣の福岡市
の市長さんはSNS等で情報を発信しているので、現状を知ることができますが、正直、月形市長がど
んなお考えをお持ちで、どんなお仕事をしているのかを知る機会がありません。
選挙の時だけでなく、しっかり市民と向き合ってほしいです。

もっと障害児に向けた情報を充実させてほしい
県立特別支援学校ができるのに、県だから市は分からないでは話にならない
不安になっている保護者の気持ちを分かってほしい

春に地元糸島のスポーツチームの紹介など。

山林に関することを特集してほしいです。

糸島でのイベント情報が欲しい

情報が欲しい

原発に事故が起きたらどう行動するか特集

いつも参考にしてます。

小学生や中学生や高校生の学校生活での気づいた点や改善してほしい点や楽しかった事など、学生
（子供）の声を取り入れてほしい

暗い話ばかりの世間なので各世代各分野のキラリ人をみて、市民の方にこんな方がいるんだってい
うような特集がまた読みたいです。
また、情報誌伊都タウンの中にある市民の声コーナー（前回の特集ためになったから試してみまし
た等）みたいのが広報に載ってたらもっと楽しく読みたくなると思います！

文字を少し大きめ・年寄りでも見やすい字体等の工夫が欲しい

魅力ある糸島をもっと詳しく理解する

60代以降の年齢の方が多い中で今年の1月号は、分かりにくかった。
デジタル化も分かるが市報は市民が分からなければ、読まなくなるきっかけにもなると感じた。
サラリーマンや学生だと耳慣れした言葉でもカタカナが多いと読まなくなり、せっかくの内容が勿
体ないです。
言葉の意味が横に書いてあるのも分かりますが会社勤めなどしてない方や60代以降の親世代にも分
かる言葉を多く使って頂けたらと思います。

カラフルでとても若者にも受け入れられやすいデザインと配色で良いと思う。

地域における活動や、子供たちのスポーツでの活躍など糸島での大会をのせて欲しいです

発行回数が減り、内容も厳選されて良くなったように思います。

長糸小では特任校制度が始まりました。長糸校区も色々取り組んでいますが、長糸小の生徒数を増
やすにはやっぱり行政の力が必要です。6月には，学校と地域のコミュニティセンターと校子連な
ど，地域のみんなでホタルを楽しむ「ホタルカフェ」のイベントを行います。ぜひ，取材に来てみ
てください。

市政の広報が目的とは思いますが、市民からの声や市民からの発信も掲載するなどより双方向型の
ものであるといいなと思います。

観光情報をもう少し充実してほしい。お昼のランチ、アウトドア関連、など

就職特集

【設問６】今後、掲載を希望する特集記事、また「広報いとしま」に対するご感想・ご意見等あり
ましたらご記入ください。

・作り手が変わるたびに、良くなっているような気がします。

高齢者のための、防犯について。
進学する若者の、学費についての糸島市の支援などの、案内や、情報。

医療機関マップだけでなく、介護施設マップ

イベント情報



子育て、スポーツ、福祉、環境に関する情報をもっと知りたいです。

月２回から１回の発行に変わり、内容が充実したような気がします。

地産地消を進める旬の野菜や魚の情報。

　地域コミュニテイの活動内容が前例踏襲が一般的であることから、各校区の目新しい企画立案を
特集してほしいものです。

月2回から、月1回の発行になり、内容がより充実しとても読みやすくなっていると感じる。子育て
世代なので、子どもたちが興味を持てる内容、子育てや教育に関する内容、子ども向けのイベント
を増やして取り上げてほしい。特に最近の子どもは読書離れが加速していると感じるので、作家さ
んを招待するなどどうでしょうか。もちろん大人向けでもうれしい。

今後の糸島市の開発予定や、開発に関する市民のパブコメに関する情報

市内の飲食店の紹介、その店舗のオススメ料理とか。以前、地産地消で紹介してたみたいな感じ
で、今回は特に地産地消は気にせず糸島の飲食店の情報を知りたいです。行ってみようとか思える
ので。

糸島の季節の行事をもっと知りたいです。

外国人から見た、糸島市特集。
最近、ブルガリアのカップルと話しをして、母国と糸島市の違いの良さの話しをして、メールしま
した。

これからも身近な情報を沢山、発信して下さい!
楽しみにしています!

　シニアの生涯教育や健康づくりについて、いつでも参加できるよう情報提供してほしい。
　以前は月２回発行が１回となり、ページ数か多くなった分情報が多すぎます。ページ数が少なく
てもいいので、月２回にして最新の情報を知らせてほしい。

市に対する要望とその結果（項目と件数等）

広告のある広報になれてきました。広告収入によって内容がだんだん市民目線になり、親しみやす
くなってきたように思います。

1、基本的には、よく構成されていると思う

各行政区毎の特色ある歴史背景矢崎取り組み内容をシリーズ化して欲しい。
何故ならば、人口増加地区と減少地区の二極化が進む中、表に出ていない地域行政区の歴史的な行
事や様々なオリジナルな取り組みにスポットを当てて、面白い糸島チカラになれば良いと思う。

こんなところがあるのか，というような何か珍しい場所の紹介とか？


